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平成２８年度第１回循環型社会推進会議会議録 

 

１ 開催日時 

  平成２８年５月１２日（木） 

  開会 午前 １０時 

  閉会 午前 １１時４５分 

２ 開催場所 

  尾張旭市役所 南庁舎３階 講堂１ 

３ 出席委員 

  千頭聡、松原八壽雄、吉田民子、村瀬美根代、白坂弘子、渡辺安正、深田定雄、

服部亜紀、杉島重男、鍋島洋行 計１０名 

４ 欠席委員 

  なし 

５ 傍聴者数 

  ０名 

６ 出席した事務局職員 

  環境課長 石坂清二、環境事業センター所長 若杉昌紀、環境課長補佐 

川本英貴、環境事業センター所長補佐 山崎力、環境課主事 山下徳仁 

７ 議題等 

 ⑴ 構成員、事務局職員の自己紹介 

 ⑵ 議題 

  ア 座長の選出・座長職務代理者の指名について 

  イ 基本計画の進捗状況と本年度の予定について 

  ウ プロジェクトチームの編成について 

 ⑶ その他 

 

８ 会議の要旨 
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環境課長 

 

 

 

 

 

 定刻になりましたので、ただ今から「平成２８年度第１回 尾張旭

市循環型社会推進会議」を開催させていただきます。 

 本日は、ご多忙のところ会議にご出席いただき、誠にありがとうご

ざいます。 

 本会議は、平成２６年度を初年度とする尾張旭市一般廃棄物（ごみ）

処理基本計画の推進を図るため開催するもので、構成員の任期は２年

となっております。 

そのため、この４月に構成員を改選し、本日お集まりいただきまし

たメンバーで２年間進めていくこととなりました。メンバーのご紹介

は後ほどさせていただきますが、皆様には今後、いろいろな面でご協

力やご意見などを、お願いしていくことになろうかと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

なお、本会議は、市の「附属機関の会議の公開に関する基準」に基

づき、傍聴を認めていること。また「附属機関の会議録等作成に関す

る基準」に基づき、本会議の会議については情報公開の対象となるこ

とも、あわせてご了承いただきますようお願いいたします。 

では、会議資料の確認をさせていただきます。事前配布をした資料

は、次第、資料１、資料２、資料３としてＡ３の用紙３枚、資料４－

１から４－４までの４枚、以上でございます。もし不足等がありまし

たら事務局までお申し出ください。よろしかったでしょうか。 

それでは、座長が選任されるまで、私が議事を進行していきたいと

思います。 

まず、次第１「構成員、事務局職員の自己紹介」です。 

先ほど申し上げたように、４月に構成員の改選がございました。引

き続き委員をお願いしている方がほとんどですが、今回、千頭委員と

村瀬委員に新たに参加していただくことになりましたので、よろしく

お願いします。 

名簿はお配りしておりますが、名前と顔が一致しない方もいると思

いますので、千頭委員から順番に、簡単に自己紹介をお願いします。 

＜自己紹介＞ 

 続いて、事務局から自己紹介をしていきたいと思います。 

＜自己紹介＞ 

皆様、よろしくお願いします。 

それでは、次第２の議題に移らせていただきます。 

⑴「座長の選出・座長職務代理者の指名について」です。本会議の

座長につきましては、尾張旭市循環型社会推進会議開催要綱第３条第

２項に、「推進会議に座長を置き、構成員の互選によりこれを定める。」

と規定されております。座長の選出に当たって、自薦・他薦はござい
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ますか。 

私は、千頭委員を推薦したいと思います。 

理由は、衛生組合と長久手・瀬戸・尾張旭の３市の住民や事業者等

で構成し、一般廃棄物処理基本計画を策定した「わいわいごみごみの

会」の中で座長を務められており、その時からごみ問題について深い

認識を持っていると考えていました。この会議でもご尽力いただける

と思いますので、座長として推薦したいと思います。 

杉島委員から、千頭委員を座長にとのご推薦をいただきました。他

に推薦等がなければ、千頭委員に座長をお願いすることになります

が、皆様ご承認いただけますか。 

＜異議なし＞ 

それでは、千頭委員に座長をお願いしたいと思いますので、よろし

くお願いします。座長が決定しましたので、今後の議事の進行につき

ましては、千頭委員にお願いしたいと思います。 

それでは、ご挨拶をお願いします。 

改めまして、ご指名をいただいた千頭です。皆様が活発に意見を出

していただけるようにしていきたいと思いますので、よろしくお願い

します。 

ごみ問題については、解決が難しいこともたくさんあると思いま

す。この会議の中で意見を出し合いながら、進めていきたいと思いま

すので、よろしくお願いします。 

それでは、議題に従いまして、議事を進行させていただきます。 

続いて、「座長職務代理者の指名について」です。 

この件につきましては、尾張旭市循環型社会推進会議開催要綱第３

条第３項に、「座長に事故があるとき又は座長が欠けたときは、あら

かじめ座長が指名する構成員がその職務を代理する。」とありますの

で、私が指名させていただきます。 

前期から職務代理者をされており、地域で精力的に３Ｒ活動に取り

組まれている渡辺委員をぜひとも座長職務代理者として指名させて

いただきたいと思います。よろしいでしょうか。 

はい。 

それでは、渡辺委員に職務代理者をお願いしたいと思います。よろ

しくお願いします。 

続いて、⑵「基本計画の進捗状況と本年度の予定について」に移り

ます。資料２と資料３について、事務局説明してください。 

＜資料２、資料３を用いて説明＞ 

事務局の説明を聞き、本年度の活動内容についての注意点や変

更点がありましたら、ご発言いただきたいと思いますが、いかが



4 

 

渡辺委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境課長補佐 

 

 

 

 

 

杉島委員 

 

 

 

 

 

鍋嶋委員 

 

 

 

 

でしょうか。 

№８「再使用（リユース）に関する情報を発信します。」 

３Ｒという言葉の中で、リサイクルはリサイクル広場などで使われ

ていますが、市民がごみ問題に関心を持ち、日常的に取り組んでもら

うためには、基本計画にも記載されている「リデュース・リユース・

リサイクル」という言葉でアピールしていくほうが、いいと思います。 

再使用や再利用という言葉よりも分かりやすいのではないかと思い

ます。 

№３「子ども用品の譲渡及び譲受けの場を拡大します。」 

これもリユースという言葉を使えばいいと思います。 

あと、平成２７年度実績はチラシを配布したということですが、市

民には実際に譲受けの場を見てもらうほうがいいと思います。 

以前、エコフェスを開催する際に譲渡及び譲受けの場を設けてはど

うかと提案しましたが、旭丘校区の住民だけに便宜を図ることにな

り、公平性の観点でできないと言われました。私は、市民の中でリユ

ース品として循環することが重要であって、市民に意識付けと行動を

させない限り、ごみは減らないと思います。 

それに対して意見を言う人がいるかもしれませんが、本質的に大事

なのは何かを考え、この活動は正しいということを説得してほしいと

思います。それを市民の活動と連携していくことが大事なのではない

かと思いました。 

№３については、協力できるところは協力していきますし、リサイ

クル広場拡充プロジェクトで１２月のリユース祭りに向けて計画し

ていることがありますので、さまざまな機会で市民の方に意識づけて

いきたいと思います。 

№８については、計画でこのように記載していますが、対外的には

３Ｒ等の分かりやすい表現で周知していきたいと思います。 

旭丘連合自治会で進めているエコフェスの取組に市も協力して進

めていると思いますが、これを多くの校区に広めることが必要だと思

います。ただし、校区の住民の努力がなければ、市が先導しても意識

が高まらないと思います。 

市は計画的に、粘り強く広げることを検討していくようお願いしま

す。 

№１０「小中学校に対してごみに関する学習の機会を提供します。」 

大人が環境に対して取り組むことも必要ですが、次世代の環境教育

の重要性が増していると思います。 

№１０は重要項目にはなっていませんが、次世代を育てるという意

味では将来の尾張旭のためにもなると思いますので、行政が仕組みを
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考え、幅広い学生・生徒に基本的なことが身に付くほうが、大人にな

ってから学ぶよりもいいと思います。 

子どもたちができるようになれば、大人たちも引っ張られると思い

ますので力をいれてほしいと思います。 

文章には学校に対してとありますが、ごみ問題は子どもに対しての

学習機会を設けるとともに、親やその親の世代にも重要なことです。

そのため、学校を通しての教育と共に、地域を通した啓発も必要だと

思います。 

同時に、連合自治会のような組織がごみ問題を自分たちの問題とし

て考える必要があります。地域の子どもたちと一緒になってごみ関連

施設の見学に行くなど、学校と地域が連携したプログラムを地域の責

任で進めていくことで、ごみ問題の知識を学校を巻き込みながら広げ

ていくチャンスになると思います。 

教育委員会では、学校と地域が連携した「地域学校支援研究事業」

をしているそうで、昨年までは瑞鳳小、今年からは旭丘小と本地原小

を加えて計３学区で進めるそうです。 

その点、教育委員会がどのように進めているか、その事業を学校が

どうとらえているのかを調べてほしいです。他の学区でも導入される

可能性がありますので、地域の問題解決として子どもが学習できる機

会となると思います。 

№２について 

事業センターの利用率を上げるためには、幹線道路沿いの立看板及

び道案内だけでなく、可燃・不燃ごみや資源ごみの回収場所に、事業

センターの収集情報を掲示するようなものがあれば、市民に浸透して

利用率がアップするのではないかと思います。 

№２について 

私は週 1回、事業センターで仕事をしていますが、尾張旭に何年住

んでいても事業センターのことを知らない方が何割もいます。それ

は、幹線道路から離れていることと立看板がないことが理由だと思い

ますので、プロジェクト内でも設置に向けて準備を進めたいと思って

います。    

また、土日収集している場所があるにもかかわらず、そのことを知

らない方が多いので、市役所等にポスターを貼って周知するなど、予

算をかけずにできることをしていけばいいと思います。せっかくの施

設なのにもったいないと思います。 

資料 2について 

ごみの排出状況を前年度と比較すると、家庭系ごみが平均７グラ

ム、事業系ごみを合わせると平均５グラムしか減っていない。以前は
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かなり減少していましたが、その時は様々な施策の効果が出ていたと

思います。ここ数年は新しい施策をしていないので、この結果になっ

ていると思います。先ほどの事務局の発言では、「減少しているが計

画達成には厳しい」ということでしたが、このままでは大変なことに

なるという認識を持ちながら、様々な施策を実行することを念頭に置

き、取り組んでいただくようにお願いしたいです。 

今までの施策を続けるというのではなく、少しずつ新しいことを取

り入れていくことが大事だと、以前から思っていました。 

組成調査については、昔のやり方のままではいけないと思いますの

で、どのような形式にすればいい結果が出るかはわかりませんが、少

しずつ変えていけばいいかと思います。1年に 1回組成調査を行う際、

統計上内容を変えると比較ができないという話がありますが、内容を

少しずつ変えたほうが、いい成果が出るのではないかと思います。 

№３について 

エコフェスでの譲渡及び譲受けの場の設置はだめだったというこ

とですが、私の団体も子ども祭りや運動会など、いろいろな行事を開

催します。そこには子どもやその家族も来るため、啓発としてブース

を設け、市の取組やリサイクルの流れなどを一般の市民がわかりやす

いところで示していくことが必要と思います。 

リサイクル広場に村瀬委員の団体に参加してもらい、リユース品を

持ち込み、分け合うことをすればいいと思います。行政が考えてもな

かなかうまくいかないと思いますので、子育てをしている人たちが参

加する仕組みがないと広がらないと思います。 

今までの中で、いくつか大事な点が出ました。リユースの取り組み

をどう拡大するかという問題、次世代教育の問題、学校だけでなく地

域との連携について、事業センターやリサイクル広場の周知方法もあ

りました。 

今までの意見について、事務局答えてください。 

地域学校支援研究事業については、モデル事業等を調べさせていた

だき、事務局としてどのように関われるかを調べたいと思います。 

№９にも見学会を開催するなどしており、これを地域と連携する方

法もあると思いますので、子どもと地域の方と一緒に参加することも

できますから、学校と確認しながら進めたいと思います。 

リサイクル広場を知らない方への周知という点では、ポスター掲示

も必要だと思いますが、市民課窓口のデジタル版に映像で市の広告を

出すことができるので、メディアを活用した施設の紹介を考え、知ら

ない方に情報提供できる場を増やしたいと思います。 

組成調査の内容については、皆さんの意見を聞きながら、できるこ
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とは変えていきたいと思います。 

地域のイベントへの参加については、市の職員にも限りがあります

が、協力できることはしていきたいです。昨年度に先進地視察をした

市から、市民や市民団体が主流で行うほうが、行政が主導するよりも

浸透が早いという意見がありましたので、市民の方が主体のイベント

があれば、積極的に参加することも検討していきたいと思います。 

今年度すぐに増やすというわけではありませんが、会議の委員に学

校関係者やＰＴＡの方が入れば、周知方法などを知り、学校の意見を

すぐに反映すると思います。 

ＰＴＡの方を当てにすることは難しいです。役員を望む人が少ない

ので、新たな事務が増えることに抵抗があるからです。 

役員の任期が終わるころに、今後も何か地域のために働きたいと考

える人がいると思います。その人たちを育てることが大事だと思いま

す。 

連合自治会と学校が円滑な関係ができていれば、ＰＴＡの役員にも

入っていきやすく、辞めてからも学校に関わりやすくなります。地域

と学校がどういう関係で活動しているかがベースになると思います。 

私も、教育委員会が行っている「地域学校支援研究事業」というも

のがどういうものかを調べてもらいたいと思います。本来、ＰＴＡの

Ｐの部分は学校と地域をつなぐ存在だからです。 

兵庫県西宮市では、ＰＴＡの時間があり、月 1回ＰＴＡが主催して

授業を行い、中身としては企業の人が来て授業をするなどをしてい

る。先駆的な活動で、他の自治体では難しいということでした。 

続いて、⑶「プロジェクトチームの編成について」、資料４を

事務局説明してください。 

＜資料 4－1、4－2、4－3、4－4について説明＞ 

メンバー構成については前期の会議と同じと伺っています。村

瀬委員はリサイクル広場拡充プロジェクトということですが、よ

ろしいですか。 

前任者がリサイクル広場ということで、引き継ぎを受けながら

進めていきたいと思います。 

それぞれのプロジェクトについて現段階でのスケジュールが掲

載されていますが、今の時点で何か問題等があれば、ご指摘くだ

さい。 

リサイクル広場拡充プロジェクトについて 

検討課題に入れているが、市民啓発の取り組みや自治会へのＰ

Ｒをするには、事前の仕掛けが必要だと思います。 

例えば、自治会役員選挙が毎年２～３月ぐらいにあり、そこで
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就任した役員に６，７月ごろにリサイクル広場へ来ていただき、

焼却場の見学等をしてもらいます。そこで、市はごみ問題にどの

ように取り組んでおり、自治会にも協力していただきたい。また、

リサイクル広場をもっと活用していただきたいと伝えたらいいの

ではないかと思います。 

先ほど服部委員も発言していましたが、リサイクル広場のこと

を知らない人も多いので、いかに知っていただくかが大事です。 

利用人数も１年間でのべ６万人ぐらい来場していますが、もっと

来ていただきたいです。そのためにもこの活動については、今年

あたりに検討を進めていただきたいですが、資料のスケジュール

に入っていないため、追加していただきたい。 

今のご意見について、事務局はどのように考えていますか。 

すぐに実現できるとは言えないですが、皆さんと一緒に検討し

ていきたいと思います。 

予算がかかるものだと難しいが、かからないものであれば検討

していきたいです。 

晴丘の処理場にどれだけ処分費用がかかるのかを周知すれば、市民

に協力していただけると思います。ごみ処理費用が減少すれば、他の

事業に財源を活用できるはずです。 

ただ、私も詳細を知らないので年間どのくらいごみが減量された

ら、費用がどれだけかかる等を伝えていただきたいです。 

あと、会議内は意識が高いですが、一般の方がどれだけごみ減量化

について思いがあるのかが気になりますので、市民に対してのＰＲと

して、例えば、市民祭で、アルミ缶を１０個持っていくと記念品を渡

すなど、直接的に減量化に取り組んでいることを周知する機会を設け

ることが必要です。 

会議の内容が一般市民に広く浸透していないので、そのようなこと

が必要と思います。 

会議資料は事前に配布されますが、事前に何を考えてくださいとい

うのを細かく指示をいただいた方が、当日に考えるよりも何を決める

かが明確になり、いいと思います。 

また、知識量を事務局が豊富に持っていると思いますので、こうし

たらいいのではという意見を持ち、事務局と委員の双方で考え、意見

をすり合わせたほうがよりよいものができると思います。 

 コストの話については、ごみ有料化を尾張旭がするのであれば、

瀬戸や長久手はどのような対応をするのかなということを考えま

した。事務局から何かありますか。 

コストにつきましては、有料化については中間報告書の中で費
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用面についてお示ししているので、委員の方はわかると思います

が、一般の方はまだよくわからないと思います。 

これから市民向けアンケートを行いますが、ごみ処理コストの

周知を含めて行いますので、何らかの形でコスト意識・コストの

問題について考えていただけるようにしていきたいと思います。 

会議の事前に何かを考えるかの周知については、何らかの形で

実現できるようにしていきたいと思います。 

イベントでのごみ減量化の周知については、例えば、エコフェ

スではアルミ缶を持ってきていただくとゲームに参加していただ

くなど、市民の分別の意識を高めるようなことをしていましたの

で、事務局が動くかということとは別として、市民団体の方に市

から提案していきたいと思います。 

ごみ処理費用の周知については、有料化の中間報告書にコスト

面が掲載していますので、確認していただきたいと思います。 

 鍋嶋委員の発言については同じことを思っていました。ただ行

政には耳が痛い話だと思うが、市民と対話する時、ガードを固め

てしまい、何か提案した際にできない理由を並べてしまう。私た

ちはそのようなことは聞きたくないので、いかにしたらそれをで

きるかというものの考え方をしていただきたいです。 

 深田委員が発言されたのは、コストの問題について広く市民の

方がどのくらいごみ処理に費用がかかっているかということを伝

えることもあったと思います。 

 基本計画のスケジュールが長くとられていますが、民間の場合

だと、早く計画を進めて、予備期間を後ろに持っていきます。今

回のスケジュールだと、最後にゴールとなっています。早く進め

て微調整のほうがより安心だと思いますが、これはそういう仕組

みでないといけないのでしょうか。 

 時代が変わってしまうと思います。民間では５カ年計画は長い

として３カ年計画に短くなっています。 

 その点については、民間と公では発想が異なる部分があると思

います。 

ごみ有料化プロジェクトはこの日程で進めていきたいです。 

岐阜市では２年前に検討を終了しているので、データを調べる

こともできます。チームの中でも検討し、実施に向けて進めてい

きたいです。 

 市の財政の問題が少子高齢化の中ででてくると思いますが、有

料化と表裏の関係になると思います。有料化する際に、お金がな

いからするのではなく、ごみの取り組みを前進するためとはっき
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りしておかないと税金の二重取りという意見が出てしまうので、

その点に留意しながら、進めていただきたいです。 

ありがとうございました。予定していた時間を少し過ぎました。

何か最後にご意見があれば、発言してください。今日はよろしい

でしょうか。 

それでは３「その他」として、次回の推進会議の日程について

教えてください。 

次の会議は８月上旬を予定しております。まだ正式には決まっ

ていませんが、早急に日程調整をしていきたいと思いますので、

ご連絡をしたいと思います。 

各プロジェクトについても日程は決まっていませんが、早い段

階で決定し、ご連絡したいと思いますので、皆様方のご協力をお

願いします。 

 本日は多数のご意見やご提案をいただきました。その中で、行

政は断る理由を探して話しているという意見をいただきました。

決してそのようなことはありませんので、できることは必ずしま

すし、そのために集まって意見をいただいております。 

 ただ、知っていただきたいのは、ごみ減量係は補佐と担当２名

の３名で事務を行っていますが、担当２名は変わっております。

また、環境事業センターも所長と補佐、そして担当の３人でした

が、所長が変わり、担当が１人減っております。体制が非常に厳

しいことを承知していただいた上で、頑張っていきますので、で

きないことはできないと言わざるを得ませんがなるべく吸い上げ

てしていきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

今回の議題についてはすべて終了しました。これで第1回循環型社

会推進会議を終了します。本日はありがとうございました。 

 


